

























































































（Institute of the National Museums of the Congo, 
IMNC）の一翼を担っている各地域の主要な美術館のコ
レクションのストックを移管させていた。それらは、首
都キンシャサ、南部のルブンバシ、中央部のカナンガ、
北西部のムバンダカ、東部のブテンボである。略奪され
た国のコレクションを復元するのが、IMNCの大きな目
標であった。しかし、IMNCは、1970年から75年の間は
共和国大統領の保護下にはなかった。ただ、相当数の人
材と物的資源には恵まれていた。�
　1972年から1977年の間、ルブンバシ国立美術館には
かなりの資金が投じられ、特に屋根などの大掛かりな修
復工事も行われた。考古学の発掘のキャンペーンも何回
も繰り広げられた。民族誌学上の資料の収集も数多く実
現し、保存されていたものも幾分なりとも正確に修復さ
れた。こうして結局、5つの展示室が公開された。二つは
考古学に、別の二つは民族誌学に、もう一つは昆虫学に
捧げられたのである。だが、1978年より、援助金が減少
したばかりでなく、ほぼ底をついた。しかしながら、収
集や発掘のキャンペーンのおかげで、ルブンバシ国立美
術館に文化的、芸術的、歴史的な作品のコレクションが
揃うに至った。定期的に展示が行われると、興味をもつ
人々も徐々に増えていった。�
　コンゴ民主共和国の南に位置し、ザンビアの国境から
ほんの数キロ離れただけのルブンバシの町は、国家の独
立の際にとりわけ危険な場所であった。独立に伴う混乱
は、国の文化の保護と保存の分野に大きく跳ね返ってき
た。1986年の9月、ギー・ド・プラエンの後継者となった
スタッフが、優先するべき3つの事項と挙げたのは、コレ
クションの保護、建物の修復、訪問客数の維持であった。�
�
おわりに�
　IMNCはコンゴ民主共和国の歴史を読み直す上で、見
逃すことができない情報源である。そう考えると、まず、
観光施設として育成して、豊かな文化遺産を持っている
この国の他の観光施設の活性化に向けて支援し、その価
値を高める必要がある。キンシャサとルブンバシの町の
文化中枢における美術館の多様な活動は、美術館と町の
共存の中で、出会い、考える場を提供している。�
コンゴ�
ペンデ族のミンガンジ・�
民俗舞踊家の礼服�
（キンシャサ国立美術館）�
ルブンバシ国立美術館の建物外観とその展示の様子。�
